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実験に用いられたレー ザー光源はn≫1(nは1モー ド当りの光子数 )の性質をもっ｡よく
知られているように,このような光はよい近似で古典的波動として記述でき,それと物質との
相互作用に関する諸現象は,自然放出やゆらぎを含む問題を除くと,半古典論 (光のみ古典的
に扱 う)でよく説明できる筈である｡事実,従来, レー ザー自体も含めて,レーザー光による
線形,非線形光学現象の大部分が,この線に沿って充分説明されている｡今回の実験もその実
験条件から考えれば,普通にはこの範噴 (前の分類でいえばA )に属すると考えられるので,
まずこの線で説明する可能性を徹底的に追求する必要がある｡もし,その通りの現象であると
すれば,光を古典的に扱っても量子的に扱っても同じ結果に到達する筈で,そのことを示すこ
とによって完全な理解が得られることになる｡
一方,観測された現象が(A)ではなく(B)であることを主張するためには,かなり容易なら
ざる困難がある｡もし,そうだとすれば,これは一般原則から大きく外れた特異な現象という
ことになるから,その特異性がどこからどのように生ずるのかを定量的に明らかにしなければ
ならない｡この実験における光や物質の条件には,特に意図した極限条件などはなく,普通に
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